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IRの評価手法

• インプット（投入資源）

–種類ごとのコンテンツ数

–費用（金額、人員、時間）

–コンテンツの投入状況
• Carr, Leslie et al. “Size isn’t everything.” D-Lib Magazine, 

2007, 13(7/8)

–著者別の論文寄託件数（構成員の参加のパターン）
• Thomas, Chuck et al. “Measuring and comparing 

participation patterns in digital repositories.” D-Lib 
Magazine, 2007, 13(9/10)



アウトプット（産出）への注目

• 意義

–有用性（有効性）を示す指標として

→ （計画および機関の）アカウンタビリティ

–現状分析および今後の（改善）計画のため

→ ベンチマーキングのツールとして

–プロモーション（アドヴォカシー）における活用



“「協調問題」と呼ばれる状況では、他の人々も同じよ
うに参加する限りにおいて、自分もある共同的行動に参
加したいと思っている。協調する一つの方法は、単純に
「さあ、みんなで参加しよう」というようなメッセージ
を伝達することである。しかし、他の人々が参加する限
りにおいて自分も参加するのであるから、そのメッセー
ジが成功するためには、皆がそのメッセージについて知
っているだけではなく、それぞれが、他の人々もそのメ
ッセージについて知っているということを知っていなけ
ればならない。実際、他の人々がそのメッセージについ
て知っていることを、他の人々が知っている……ことを
知っていなければならない。

マイケル・Y・チウェ著、安田雪訳『儀式は何の役に立つか：
ゲーム理論のレッスン』新曜社, 2003, p. 8.



アウトプット分析のツール

• ログ分析

–AWStats
–WebAlyzer
–Analog
…

• ビーコン方式

–Google Analytics



うつ
ろ

ファイル・タイプによる絞り込み

生のアクセスログ

HTTPステータスコードによる抽出

既知／新規のロボット等
によるアクセスの除去

重複アクセスの制御

真の
アクセスログ？

内部利用の除去

リンク先読みの除外

分割ファイルの扱い

COUNTER-2COUNTER-2

COUNTER-
3D



データ

• 依頼： 14大学宛

• データ受取： 11大学分

• 分析対象： 9大学における平成19年7月1
日から12月31日のログデータ（I大学につい
ては7月7日以降）； 提供ログデータの対象
期間が3か月未満の2大学については、比較
分析の対象から除外



9つの機関リポジトリの
インプット・アウトプット



9つの機関リポジトリの単
位あたり利用状況



アクセス元の国内、国外の比率





A大学のIRに対する
国内のアクセス元別回数



9つの機関リポジトリごとの
アクセス経路（リファラ）



利用頻度の高いコンテンツ

• 上位50件のうち

–紀要論文24件
–教材8件
–図書6件
–雑誌論文5件
–博士論文3件
–講演資料2件

機関リポジトリのコンテンツの多様性を反映





今後に向けて

• 安定的に運用可能な分析方式の確立

–各大学が自主的に評価できる環境の創出

•システム構築／監査方式による統計データの保証

–メタデータとログデータのマッチング

•そのためのリポジトリシステム要件の検討

–さまざまなプラットフォームへの対応

• IRStats for ePrints
• DSpace, e-Repository, XooNips, Fedora… 

–全国的な統計収集機能の検討


	機関リポジトリの�アウトプット分析
	IRの評価手法
	アウトプット（産出）への注目
	スライド番号 4
	アウトプット分析のツール
	スライド番号 6
	データ
	9つの機関リポジトリの�インプット・アウトプット	
	9つの機関リポジトリの単�位あたり利用状況
	アクセス元の国内、国外の比率
	スライド番号 11
	A大学のIRに対する�国内のアクセス元別回数
	9つの機関リポジトリごとの�アクセス経路（リファラ）
	利用頻度の高いコンテンツ
	スライド番号 15
	今後に向けて

